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今年度も残すところ、あと一ヶ月あまりとなりました。どの学年でもそれぞれの学年のまとめや次

の学年に向けての取組が始まっています。特に、6 年生では、これからの学校行事に向けてプロジェ

クトチームに分かれ、一人一人が役割を持って活動を進めています。その中の一チームが、「勝間田小

学校をこんな学校にしたいという思いを書いて、中央ホールに掲示したいです。」と進言してくれまし

た。学校教育目標の「笑顔の未来を創る」に迫る内容だったので、とても嬉しく思い、快諾しました。

6 年生の思い描く学校像が文字になり、下級生に伝わっていくのがとても楽しみです。この 2 年間、

主体的に行動する児童の育成に取り組んできた成果だと感じています。 

2 月 13 日（金）には、今年度最後の参観日がありました。どの学年も先生の話をしっかり聴き、

自分の考えをまとめたり、友達の考えを聞いて話し合ったりして、学習を進めている様子が見られま

した。今の学級での生活はあと少しですが、伝え合うことで、自分の考えを広げ、深めることができ

る楽しさを味わってほしいです。学級懇談では、一年間の児童の取組や成長について話し合われてい

ました。できるだけ多くの方にご参加いただけると学校と家庭での成長の様子や課題がよくわかりま

す。積極的なご参加を今後ともよろしくお願いいたします。お家でも、是非、お子さんの成長した姿

を見つけて、しっかり褒めてあげてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２６日（月）、２年生が１年生を招待して、

生活科で作製したおもちゃを使って一緒に遊びま

した。２年生はこれまでに、紙相撲や魚釣り、ロ

ケットジャンプなどの１３のおもちゃをグループ

ごとに作って、１年生にわかりやすい遊び方の説

明を考えたり、伝える練習をしたりしました。当

日は、どのグループも 1 年生に上手に伝えること

ができ、2 時間たっぷりいろいろな遊びに挑戦し

てもらいました。1 年生がとても楽しそうでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月３０日（金）、1 年生が、お手玉やあやとり、

おはじき、めんこ、こま、けん玉の 6 つの遊びの名

人（学校支援ボランティアや地域の方・保護者の方）

から、その遊びのこつや楽しさをたっぷり教えても

らいました。1 年生はそれぞれの名人にあいさつを

きちんとして、見本を見せてもらったり、できるよ

うになる助言をもらったりして、遊びに果敢に挑戦

しました。だんだんうまくなって、成功する度に、

大きな歓声が上がっていました。名人の皆様、あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２日（月）に４年生が、２月１０日（火）に３年生が、タグラクビー

協会の方４名にお越しいただき、体育の時間にタグラクビーの体験をしまし

た。タグラクビーは、腰に付けた 2 本の「タグ」を取り合うことでタックル

の代わりとし、激しい身体接触を排除して安全に行うことのできるラグビー

です。児童は、敵のタグを取ったり、敵をすり抜けてトライしたりして、タ

グラクビーのよさを感じていました。最後はチームに分かれて簡単なゲーム

も行い、大満足でした。実施後は、４年生も３年生も「またしたい。」と言っ

ている児童が多かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月３０日（月）、６年生２学級が、中学校の外国語の先生に来ていただき、

外国語の授業を受けました。まず、中学校の先生の自己紹介を聞き、中学校で

の様子を教えていただきました。本校の英語専科の先生や ALT の先生と

Small talk をしてくださったり、どんな部活に入りたいかを聞く文例を紹介

してくださったりして、６年生は楽しみながら学ぶことができました。実際に

学んだことを友達とペアになって話したり、聞いたりして、早く５人の友達に

聞けた人から中学校の先生に報告し、ご褒美のシールをもらっていました。来

年度は、いよいよ中学生。一足先に中学校の先生から刺激をいただきました。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

２月１７日（火）、５年生が、野上石油さん協賛のミサワホーム事業「南極クラス」の出前授業を

行いました。今年は、第６５次越冬隊に参加された松本巧也さんが来てくださり、南極の自然やくら

し、南極で学んだこと等を教えてくださいました。南極でしか見られないペンギンやアザラシ、素晴

らしい景観のオーロラなど、環境の違いにびっくりするとともに、そこで１年以上過ごしたチームの

皆さんは、一人一人のよさを出し合い、助け合って過ごされていることがよくわかりました。そして、

南極に行く挑戦をした松本さんの考え方の素晴らしさにも気づくことができました。「今は、いろい

ろ悩んだり、苦しんだりすることがあるかもしれないけれど、きっといつか自分の道を見つけること

ができるから大丈夫。」と教えていただきました。南極の服を着せていただいたり、南極のブリザー

ドの疑似体験をさせていただいたりして、印象に残る時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月９日（月）、勝間田にお住まい

の方から、琴一面を寄贈いただきま

した。琴は、音楽の和楽器の学習で

活用させていた 

だきます。貴重 

な思い出の品を 

大切にいたしま 

す。ありがとう 

ございました。 

   

 

  

 ２月１２日（木）に開催しました学校保健委員会では、

講師の薬剤師や保健師の方から、運動好きの児童が９割程

度いることや保健給食委員会の取組が素晴らしいと褒め

ていただきました。反面、視力の低下や歯の治療、体力向

上には課題があり、家庭の協力も必要です。 

２月１３日（金）開催の学校給食委員会では、食物アレ

ルギーや給食費、給食試食会などについて話し合いまし

た。保護者の皆様のご理解ご協力をお願いいたします。 


